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打
樋　

司
会
を
務
め
ま
す
R
C
C

セ
ン
タ
ー
長
の
打
樋
で
す
。
過
去
に

R
C
C
で
セ
ン
タ
ー
長
や
副
長
の

務
め
を
担
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
研
究
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
導
い
て
く
だ
さ
っ

た
四
人
の
先
生
方
を
お
招
き
し
、
対

面
と
ズ
ー
ム
併
用
で
、
R
C
C
創

立
二
十
五
周
年
記
念
フ
ォ
ー
ラ
ム

を
開
催
で
き
ま
す
こ
と
を
感
謝
し

て
い
ま
す
。
R
C
C
は
関
西
学
院

大
学
の
「
キ
リ
ス
ト
教
主
義
教
育
研

究
室
」（
一
九
六
七
年
創
設
）
を
前

身
と
し
て
、
現
代
社
会
の
諸
問
題

へ
の
よ
り
総
合
的
な
視
点
を
持
つ

組
織
と
し
て
一
九
九
七
年
に
発
足

し
ま
し
た
。
R
C
C
の
規
程
に
「
キ

リ
ス
ト
教
と
人
間
・
世
界
・
文
化
・

自
然
の
諸
問
題
に
関
す
る
総
合
的

な
調
査
・
研
究
を
行
う
と
と
も
に
、

本
学
の
キ
リ
ス
ト
教
主
義
教
育
の

内
実
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す

る
」（
第
二
条
）
と
掲
げ
ら
れ
て
い

る
通
り
で
す
。
最
初
の
五
年
は
学

一
一
〇
本
の
解
説
書
の
出
版
で
す
。

今
年
一
二
月
の
出
版
を
見
込
ん
で

い
ま
す
。
そ
し
て
、
最
後
の
一
つ

は
秋
学
期
に
予
定
す
る
、「
映
画
と

キ
リ
ス
ト
教
」
を
主
題
と
す
る
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
で
す
。
今
回

の
ニ
ュ
ー
ズ
レ
タ
ー
で
は
最
初
の

フ
ォ
ー
ラ
ム
に
つ
い
て
ご
報
告
し

ま
す
。

内
外
の
講
師
に
よ
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
、

講
演
会
等
を
中
心
に
活
動
し
、
そ
の

後
は
学
内
の
研
究
者
を
中
心
に
自

ら
研
究
を
進
め
る
こ
と
に
重
点
を

置
い
て
き
ま
し
た
。
ま
ず
は
四
人

の
先
生
方
に
そ
れ
ぞ
れ
の
R
C
C

で
の
取
組
み
を
振
り
返
っ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

樋
口　

二
〇
〇
五
年
度
か
ら

二
〇
一
三
年
度
ま
で
R
C
C
セ
ン

タ
ー
副
長
と
し
て
、
主
に
聖
書
学
に

関
わ
る
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
担

い
ま
し
た
。
何
れ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

も
、
基
本
的
に
は
複
数
の
研
究
者

が
順
番
に
発
表
と
質
疑
応
答
を
行

い
、
最
終
的
に
そ
の
各
自
の
研
究

成
果
を
一
冊
に
ま
と
め
て
出
版
す

る
と
い
う
形
を
取
り
ま
し
た
。
ま

ず
、
二
〇
〇
五
年
度
か
ら
二
〇
〇
六

年
度
ま
で
、「
聖
典
と
今
日
の
課

題
」
と
題
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

取
組
み
ま
し
た
。
現
代
社
会
が
抱

え
る
諸
課
題
を
広
く
視
野
に
含
み

な
が
ら
、
聖
典
（
聖
書
）
が
持
つ

今
日
的
な
意
義
と
、
そ
れ
を
見
出

す
た
め
の
解
釈
を
検
討
し
ま
し
た
。

成
果
は
『
聖
書
の
解
釈
と
正
典
―

　

関
西
学
院
大
学
キ
リ
ス
ト
教

と
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
（
以
下

R
C
C
）
は
こ
の
四
月
に
創
立

二
十
五
周
年
を
迎
え
、
今
年
度
に

三
つ
の
記
念
事
業
を
計
画
し
て
い

ま
す
。
一
つ
は
、
R
C
C
の
過
去

の
歩
み
の
振
り
返
り
を
通
し
て
将

来
を
展
望
し
よ
う
と
す
る
「
R
C
C

創
立
二
十
五
周
年
記
念
フ
ォ
ー
ラ

ム
」
の
実
施
で
す
。
こ
れ
は
す
で
に

五
月
二
〇
日
に
こ
れ
ま
で
R
C
C

で
責
任
を
担
っ
て
こ
ら
れ
た
四
人

の
研
究
者
を
招
い
て
実
施
さ
れ
ま

し
た
。
も
う
一
つ
は
、
二
〇
一
九

年
度
か
ら
の
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

「
映
画
と
キ
リ
ス
ト
教
」
に
よ
る
、

二
十
一
世
紀
以
降
の
作
品
を
中
心

と
す
る
キ
リ
ス
ト
教
関
連
映
画

R
C
C
創
立
二
十
五
周
年
を
記
念
し
て

四
半
世
紀
の
実
り
と
展
望

四
半
世
紀
を
振
り
返
っ
て

■
R
C
C
創
立
二
十
五
周
年
記
念
フ
ォ
ー
ラ
ム

元
R
C
C
教
授
・
宗
教
セ
ン
タ
ー
宗
教
主
事	

樋
口
　
　
進

名
誉
教
授
、
元
神
学
部
教
授	

神
田
　
健
次

元
商
学
部
教
授
・
宗
教
主
事	

山
本
　
俊
正

神
学
部
教
授	

水
野
　
隆
一

社
会
学
部
教
授
・
R
C
C
セ
ン
タ
ー
長	

打
樋
　
啓
史

登
壇
者

司
会
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開
か
れ
た
「
読
み
」
を
目
指
し
て
』

（
キ
リ
ス
ト
新
聞
社
、
二
〇
〇
七
年
）

と
し
て
出
版
さ
れ
ま
し
た
。
次
に
、

二
〇
〇
七
年
度
か
ら
二
〇
一
〇
年

度
ま
で
取
り
組
ん
だ
の
が
、「
聖
典

と
現
代
社
会
の
諸
問
題
」
と
い
う

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。
そ
の
目
的

は
、
現
代
社
会
の
種
々
の
問
題
に

聖
典
（
聖
書
）
の
視
点
か
ら
い
か

に
提
言
で
き
る
か
を
検
討
す
る
こ

と
で
し
た
。
宗
教
間
対
話
、同
性
愛
、

エ
コ
ロ
ジ
ー
、
格
差
、
生
命
倫
理

と
い
っ
た
テ
ー
マ
を
含
ん
で
展
開

し
、
そ
の
成
果
は
『
聖
典
と
現
代

社
会
の
諸
問
題
―
聖
典
の
現
代
的

解
釈
と
提
言
』（
キ
リ
ス
ト
新
聞
社
、

二
〇
一
一
年
）
に
結
実
し
て
い
ま

す
。
そ
し
て
、
最
後
に
環
境
問
題

を
焦
点
の
一
つ
と
し
た
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
「
自
然
の
問
題
と
聖
典
」
で
す
。

二
〇
一
一
年
度
か
ら
二
〇
一
二
年

度
ま
で
取
組
み
を
進
め
、
人
間
と

自
然
と
の
関
係
に
つ
い
て
聖
典
（
聖

書
）
の
視
点
か
ら
探
求
し
ま
し
た
。

こ
の
取
組
み
も
『
自
然
の
問
題
と

聖
典
―
人
間
の
自
然
と
の
よ
り
よ

い
関
係
を
求
め
て
』（
キ
リ
ス
ト
新

聞
社
、
二
〇
一
三
年
）
と
し
て
出

版
さ
れ
て
い
ま
す
。

神
田　
セ
ン
タ
ー
副
長
を
二
〇
〇
五

年
度
に
、
セ
ン
タ
ー
長
を
二
〇
一
〇

年
度
か
ら
二
〇
一
二
年
度
ま
で
担

い
ま
し
た
。
代
表
し
た
研
究
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
は
「
キ
リ
ス
ト

教
と
平
和
構
築
」
と
「
ミ
ナ
ト
神

戸
に
宗
教
多
元
主
義
を
探
る
―
〈
海

の
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
〉
の
文
化
と
宗

教
的
共
生
」
を
担
当
し
ま
し
た
。

特
に
、
後
者
の
成
果
で
あ
る
『
ミ

ナ
ト
神
戸
の
宗
教
と
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
』（
神
戸
新
聞
総
合
出
版
セ

ン
タ
ー
、
二
〇
一
三
年
）
が
井
植

文
化
賞
（
報
道
出
版
部
門
）
を
受

賞
で
き
た
の
は
幸
い
で
し
た
。
そ

れ
を
き
っ
か
け
に
、
研
究
の
内
容

を
関
西
学
院
大
学
で
の
総
合
コ
ー

深
い
こ
と
で
し
た
。

山
本　
セ
ン
タ
ー
副
長
を
二
〇
一
一

年
度
か
ら
二
〇
一
四
年
度
ま
で
、
セ

ン
タ
ー
長
を
二
〇
一
五
年
度
か
ら

二
〇
一
六
年
度
ま
で
務
め
ま
し
た
。

代
表
し
た
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は

二
〇
一
三
年
度
か
ら
二
〇
一
六
年

度
の
「
東
ア
ジ
ア
の
平
和
と
多
元

的
な
宗
教
・
N
G
O
・
市
民
社
会

の
役
割
」
で
し
た
。
そ
の
成
果
は
、

『
東
ア
ジ
ア
の
平
和
と
和
解
―
キ
リ

ス
ト
教
・
N
G
O
・
市
民
社
会
の

役
割
』（
関
西
学
院
大
学
出
版
会
、

二
〇
一
七
年
）
と
し
て
出
版
さ
れ

て
い
ま
す
。
基
本
的
に
は
学
内
の

研
究
者
に
よ
る
研
究
発
表
を
実
施

す
る
と
共
に
、
外
部
講
師
に
よ
る

講
演
等
も
行
う
こ
と
で
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
進
め
ま
し
た
。
関
わ
っ
た

メ
ン
バ
ー
の
間
で
は
、
次
の
三
点

の
問
題
意
識
、
理
解
が
共
有
さ
れ

て
い
た
こ
と
が
重
要
で
あ
っ
た
と

思
い
ま
す
。
ま
ず
、
東
ア
ジ
ア
と

い
う
地
域
の
状
況
認
識
で
す
。
こ

の
半
世
紀
、
東
ア
ジ
ア
の
国
々
は

経
済
的
に
は
相
互
に
緊
密
に
結
び

つ
い
て
き
ま
し
た
が
、
か
つ
て
の

歴
史
に
対
す
る
認
識
の
相
違
が
深

ス
の
授
業
で
三
年
間
展
開
で
き
ま

し
た
。
研
究
成
果
や
授
業
は
神
戸

新
聞
や
朝
日
新
聞
、
N
H
K
で
も

紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
そ
も
そ
も
こ

の
「
ミ
ナ
ト
神
戸
に
宗
教
多
元
主

義
を
探
る
」
と
い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
は
、
九
・
一
一
の
出
来
事
を
背
景

の
一
つ
と
し
、
平
和
の
課
題
を
追

求
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。
関

西
学
院
大
学
の
研
究
者
が
中
心
的

な
メ
ン
バ
ー
と
な
り
、
神
戸
の
様
々

な
現
場
で
責
任
を
持
つ
方
々
を
研

究
協
力
者
に
迎
え
、
キ
リ
ス
ト
教

の
み
な
ら
ず
、
イ
ス
ラ
ム
教
、
神
道
、

ジ
ャ
イ
ナ
教
、
ユ
ダ
ヤ
教
と
い
っ
た

諸
宗
教
の
施
設
等
で
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
を
行
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

調
査
で
取
り
上
げ
た
も
の
の
一
つ

に
、
一
九
八
〇
年
頃
に
ユ
ダ
ヤ
教

の
関
係
者
が
始
め
、
そ
の
後
、
神

戸
の
多
様
な
宗
教
関
係
者
が
共
同

で
実
施
す
る
よ
う
に
な
っ
た
「
ピ
ー

ス
・
セ
レ
モ
ニ
ー
」
が
あ
り
ま
す
。

一
年
に
一
度
、
平
和
の
た
め
に
異

な
る
宗
教
の
関
係
者
が
共
同
で
集

ま
る
の
で
す
。
神
戸
と
い
う
地
域

は
諸
宗
教
の
独
特
な
共
存
の
実
態

を
持
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
こ
と
を

皆
で
明
ら
か
に
出
来
た
の
は
意
義

刻
な
政
治
的
分
断
を
生
ん
で
き
ま

し
た
。
次
に
、
こ
う
い
っ
た
東
ア

ジ
ア
の
平
和
を
脅
か
す
危
機
を
払

拭
し
、
平
和
構
築
を
進
め
る
た
め

に
は
、
そ
の
主
体
と
し
て
の
宗
教
、

N
G
O
、
市
民
社
会
と
い
う
視
点

が
意
味
を
持
つ
と
い
う
こ
と
で
す
。

そ
し
て
、
最
後
に
、
日
本
の
キ
リ

ス
ト
教
会
が
東
ア
ジ
ア
の
キ
リ
ス

ト
教
会
に
い
か
に
関
係
し
て
き
た

か
と
い
う
視
点
で
す
。
東
ア
ジ
ア

で
戦
争
に
加
担
し
た
日
本
の
キ
リ

ス
ト
教
会
の
深
い
反
省
が
、
戦
後

の
日
本
の
キ
リ
ス
ト
教
会
の
出
発

点
で
す
。
そ
し
て
、
戦
後
の
日
本

の
キ
リ
ス
ト
教
会
が
、
ア
ジ
ア
の

キ
リ
ス
ト
教
会
と
交
流
を
始
め
る

こ
と
が
で
き
た
き
っ
か
け
は
、
日
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本
の
キ
リ
ス
ト
教
会
に
よ
る
、
世

界
的
な
エ
キ
ュ
メ
ニ
カ
ル
運
動
へ

の
連
携
で
し
た
。
R
C
C
は
『
キ

リ
ス
ト
教
平
和
学
事
典
』（
教
文
館
、

二
〇
〇
九
年
）
を
出
版
し
て
い
ま

す
が
、
平
和
を
一
つ
の
焦
点
と
し

て
持
つ
R
C
C
の
活
動
の
流
れ
の

上
で
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
展

開
さ
れ
て
い
た
と
考
え
て
い
ま
す
。

水
野　
セ
ン
タ
ー
副
長
を
二
〇
〇
六

年
度
か
ら
二
〇
〇
九
年
度
ま
で
、
そ

し
て
セ
ン
タ
ー
長
を
二
〇
一
三
年

度
か
ら
二
〇
一
四
年
度
に
、
そ
し

て
少
し
間
を
あ
け
て
二
〇
一
七
年

度
か
ら
二
〇
一
八
年
度
に
、
そ
れ

ぞ
れ
計
二
期
に
わ
た
り
務
め
ま
し

た
。
ま
ず
、
二
〇
一
三
年
度
か
ら

二
〇
一
四
年
度
に
は
「
現
代
文
化

と
キ
リ
ス
ト
教
」
と
い
う
研
究
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
ま
し
た
。
複

数
の
研
究
者
が
そ
れ
ぞ
れ
漫
画
本
、

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
・
ビ
デ
オ
、
ミ
ュ
ー

ジ
カ
ル
、
映
画
、
ア
フ
リ
カ
系
デ
ィ

ア
ス
ポ
ラ
文
化
、
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト

文
学
、
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
と
い
っ
た

多
彩
な
切
り
口
か
ら
研
究
を
進
め
、

発
表
を
行
い
、
そ
の
成
果
は
『
現
代

文
化
と
キ
リ
ス
ト
教
』（
キ
リ
ス
ト

新
聞
社
、
二
〇
一
六
年
）
に
ま
と
め

ら
れ
ま
し
た
。
次
に
、
二
〇
一
七

年
度
か
ら
二
〇
一
八
年
度
に
進
め

た
「
ポ
ッ
プ
カ
ル
チ
ャ
ー
と
キ
リ

ス
ト
教
」
と
い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

は
、
二
〇
一
七
年
度
に
R
C
C
の

宗
教
改
革
五
〇
〇
年
記
念
行
事
が

重
な
っ
た
た
め
個
々
の
研
究
発
表

の
共
有
に
留
ま
り
ま
し
た
が
、
宗

教
改
革
五
〇
〇
年
記
念
行
事
と
し

て
は
山
岡
三
治
先
生
（
上
智
大
学
）

と
蜷
川
順
子
先
生
（
関
西
大
学
）
に

よ
る
講
演
、
ポ
ス
タ
ー
展
等
を
開
く

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
、「
キ

リ
ス
ト
教
主
義
教
育
の
展
開
」
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
キ
リ
ス
ト
教
主
義

教
育
に
お
け
る
平
和
教
育
に
関
す

る
研
究
を
進
め
、
そ
の
内
容
は
『
キ

リ
ス
ト
教
と
文
化
研
究
』
二
〇
号

に
所
収
さ
れ
て
い
ま
す
。
最
後
に
、

関
西
学
院
大
学
の
総
合
コ
ー
ス
の

授
業
開
設
の
た
め
の
共
同
研
究
と

し
て
、
二
〇
〇
四
年
度
と
二
〇
〇
五

年
度
の
二
年
間
に
わ
た
っ
て
採
用

さ
れ
た
「
愛
の
研
究
」
も
、
実
質

的
に
は
R
C
C
と
の
関
連
か
ら
生

じ
た
も
の
で
す
。
そ
の
成
果
は
『
愛

は
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
受
け

入
れ
て
も
ら
う
こ
と
で
し
た
。
ま

た
神
戸
に
は
、
震
災
や
賀
川
豊
彦

と
い
っ
た
大
き
な
テ
ー
マ
が
い
く

つ
も
あ
り
、
ど
こ
に
焦
点
を
置
く

か
は
か
な
り
議
論
し
ま
し
た
。

山
本　
「
東
ア
ジ
ア
の
平
和
」
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
は
、「
平
和
」
と
い
う

概
念
を
ど
う
定
義
し
、
ど
の
角
度

か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
す
べ
き
か
、
さ

ら
に
は
、
キ
リ
ス
ト
教
が
そ
こ
に

ど
う
関
わ
る
か
と
い
う
点
を
考
え

な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
で

し
た
。
そ
こ
が
苦
労
し
た

と
こ
ろ
で
す
。

水
野　
「
現
代
文
化
と
キ
リ

ス
ト
教
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

は
、「
カ
ル
チ
ャ
ー
、
ハ
イ

カ
ル
チ
ャ
ー
の
み
な
ら
ず

ポ
ッ
プ
カ
ル
チ
ャ
ー
、
サ

年
度
に
総
合
コ
ー
ス
に
授
業
提
供

さ
れ
ま
し
た
。

（
報
告
者 

主
任
研
究
員  

橋
本 

祐
樹
）

ブ
カ
ル
チ
ャ
ー
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト

教
的
表
現
を
分
析
す
る
こ
と
で
、
キ

リ
ス
ト
教
が
公
式
に
表
現
し
て
き
た

自
己
理
解
と
の
対
比
を
試
み
る
」
と

い
う
大
き
な
課
題
を
掲
げ
ま
し
た
。

た
だ
キ
リ
ス
ト
教
の
自
己
反
省
ま
で

至
ら
な
か
っ
た
と
い
う
反
省
は
あ
り

ま
す
。

【
問
二
】
ミ
ナ
ト
神
戸
と
宗
教
の
研

究
は
ど
こ
か
ら
着
想
を
得
た
か
。

神
田　
き
っ
か
け
の
一
つ
は
『
キ
リ

ス
ト
教
平
和
学
事
典
』
で
す
。
こ

こ
で
得
た
成
果
を
ど
う
展
開
す
る

か
と
い
う
こ
と
で
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
が
出
て
き
ま
し
た
。
ま
た
個

人
的
に
は
、
九
・
一
一
直
後
に
神
戸

在
住
の
イ
ス
ラ
ー
ム
の
人
々
が
大

質
疑
応
答

【
問
一
】
こ
れ
ま
で
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
で
、
苦
労
し
た
点
や
工
夫
し
た

点
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

樋
口　
ど
う
い
っ
た
切
り
口
で
研
究

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
る
の
か
と
い

う
点
が
い
つ
も
課
題
で
し
た
。
私
の

専
門
の
聖
書
学
を
基
点
に
、
そ
こ
か

ら
ど
の
よ
う
に
外
に
向
け
て
貢
献
で

き
る
か
と
い
う
こ
と
を
考
え
て
き
ま

し
た
。
例
え
ば
、
震
災
や
異
常
気
象

と
い
っ
た
状
況
の
中
で
、
自
然
を

テ
ー
マ
に
し
ま
し
た
。
他
宗
教
の
方

と
の
協
働
も
ユ
ニ
ー
ク
な
点
で
し
た

が
、
そ
う
い
っ
た
視
点
と
キ
リ
ス
ト

教
の
視
点
と
の
接
点
を
探
る
の
は
苦

労
で
も
あ
り
、
ま
た
豊
か
な
機
会
で

も
あ
り
ま
し
た
。

神
田　
「
ミ
ナ
ト
神
戸
と
宗
教
」
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
そ
の
も
の
は
と
て
も

楽
し
か
っ
た
で
す
。
苦
労
し
た
点

を
考
え
る
』（
関
西
学
院
大
学
出
版

会
、
二
〇
〇
七
年
）
と
し
て
出
版
さ

れ
、
実
際
に
二
〇
〇
七
、二
〇
〇
八
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フ
ォ
ー
ラ
ム
は
と
て
も
和
や
か

な
雰
囲
気
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
貴
重

な
お
話
と
提
言
を
し
て
下
さ
っ
た

登
壇
者
の
先
生
方
に
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。
次
号
で
は
、
秋
学
期
に

予
定
し
て
い
る
講
演
会
や
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
の
報
告
を
行
い
ま
す
。　

（
T.
O.
）

ま
た
、
昨
今
の
政
治
の
状
況
を
見

る
と
、
こ
れ
ま
で
社
会
を
支
え
て

き
た
価
値
観
が
意
味
を
持
た
な
く

な
っ
て
き
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
に
加
え
て
、
キ
リ
ス
ト
教

主
義
教
育
の
内
実
化
と
浸
透
も
大

切
な
課
題
だ
と
思
い
ま
す
。
キ
リ

ス
ト
教
主
義
教
育
は
宗
教
主
事
や

神
学
部
教
員
、
キ
リ
ス
ト
者
の
教

員
や
職
員
だ
け
で
な
く
、
実
は
関

西
学
院
に
勤
め
る
教
職
員
全
て
が

行
う
も
の
と
い
う
使
命
が
あ
り
ま

す
。
キ
リ
ス
ト
者
な
い
し
キ
リ
ス

ト
教
の
理
解
者
が
減
少
し
て
い
る

な
か
で
、
キ
リ
ス
ト
教
主
義
教
育

の
内
実
化
、
展
開
、
深
化
と
い
う

こ
と
に
つ
い
て
も
う
一
度
力
を
注

と
が
で
き
る
は
ず
だ
と
思
い
ま
す
。

山
本　
今
、
キ
リ
ス
ト
教
が
戦
争
に

加
担
す
る
よ
う
な
文
化
が
つ
く
ら

れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
危
惧

し
て
い
ま
す
。
他
方
、
キ
リ
ス
ト
教

は
戦
争
に
対
抗
す
る
平
和
の
文
化

を
構
築
で
き
る
可
能
性
も
あ
り
ま

す
。
京
都
で
「
現
在
の
ウ
ク
ラ
イ

ナ
情
勢
と
ロ
シ
ア
正
教
会
の
歴
史
」

を
テ
ー
マ
に
講
師
を
招
い
た
研
究

会
に
参
加
し
た
の
で
す
が
、
そ
の
中

で
、
プ
ー
チ
ン
大
統
領
と
ロ
シ
ア
正

教
会
が
一
心
同
体
に
な
っ
て
い
て
、

キ
リ
ス
ト
教
が
戦
争
の
文
化
に
加

担
す
る
よ
う
な
動
き
が
起
き
て
い

る
と
い
う
の
で
す
。
そ
れ
に
対
抗
す

る
平
和
の
文
化
を
構
築
す
る
研
究

を
行
っ
て
は
ど
う
で
す
か
。

水
野　

私
は
近
ご
ろ
、
リ
ベ
ラ
ル

デ
モ
ク
ラ
シ
ー
に
基
づ
い
て
築
か

れ
て
き
た
社
会
が
崩
壊
し
つ
つ
あ

る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
危
機
感

を
持
っ
て
い
ま
す
。
今
の
世
の
中
、

若
い
人
た
ち
が
「
正
義
」
に
つ
い

て
も
の
を
言
う
と
、「
あ
い
つ
は
や

ば
い
や
つ
だ
」
と
思
わ
れ
て
し
ま

う
よ
う
な
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。

い
で
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

打
樋　

Ｒ
Ｃ
Ｃ
は
二
十
五
周
年
記

念
事
業
と
し
て
、『
映
画
と
キ
リ
ス

ト
教
』
を
キ
リ
ス
ト
新
聞
社
か
ら
ク

リ
ス
マ
ス
の
時
季
に
出
版
を
予
定

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
は
『
ミ
ナ
ト

神
戸
の
宗
教
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
』

の
井
植
文
化
賞
の
賞
金
を
使
わ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
こ
れ
に
あ
わ

せ
て
映
画
を
テ
ー
マ
に
し
た
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
か
講
演
会
を
行
う
予
定

に
し
て
い
ま
す
。

　

四
人
の
先
生
方
、
今
日
は
ど
う
も

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
も
ご
指
導
、
ご
協
力
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（
報
告
者 

主
任
研
究
員 

大
宮 

有
博
）

編
集
後
記

今
後
の
Ｒ
Ｃ
Ｃ
に
期
待
す
る
こ
と

樋
口　
『
キ
リ
ス
ト
教
平
和
学
事

典
』
は
こ
う
い
っ
た
類
の
事
典
が

な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
イ
ン
パ
ク

ト
が
大
き
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
と
い

う
状
況
の
な
か
で
、
キ
リ
ス
ト
教

と
文
化
と
い
う
面
か
ら
ど
う
い
う

貢
献
が
で
き
る
か
考
え
て
み
て
は

ど
う
で
し
ょ
う
か
。
例
え
ば
、
様
々

き
な
恐
怖
を
抱
い
て
い
た
状
況
を

知
り
、
神
戸
Y
M
C
A
に
関
わ
っ

て
い
た
の
で
、
イ
ス
ラ
ー
ム
の
人
々

を
招
い
て
交
流
の
集
い
を
企
画
い

た
し
ま
し
た
。
そ
れ
を
機
会
に
、
特

に
中
央
区
に
は
実
に
多
様
な
宗
教

な
宗
教
か
ら
意
見
を
聞
き
な
が
ら
、

平
和
の
問
題
に
新
し
い
視
点
か
ら

何
か
提
言
を
し
て
は
ど
う
で
し
ょ

う
か
。

神
田　
『
キ
リ
ス
ト
教
平
和
学
事

典
』
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
た
研
究
を

始
め
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
富

坂
キ
リ
ス
ト
教
セ
ン
タ
ー
の
共
同

研
究
『
一
〇
〇
年
前
の
パ
ン
デ
ミ
ッ

ク
』
に
参
加
し
ま
し
た
が
、
こ
の

時
は
神
戸
も
大
変
で
し
た
。
こ
う

い
う
研
究
を
平
和
学
と
結
び
つ
け

る
と
、
新
し
い
視
点
が
う
ま
れ
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、

『
Ｒ
Ｃ
Ｃ
ニ
ュ
ー
ズ
レ
タ
ー
』
に
挙

げ
ら
れ
た
荻
野
先
生
の
阪
神
モ
ダ

ニ
ズ
ム
と
賀
川
豊
彦
に
つ
い
て
の

研
究
を
読
ん
で
思
っ
た
の
で
す
が
、

こ
の
分
野
も
ま
だ
掘
り
起
こ
す
こ

と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
が
存
在
す
る

こ
と
に
改
め
て
気
づ
か
さ
れ
ま
し

た
の
で
、
そ
の
個
人
的
な
経
験
に

も
と
づ
く
モ
チ
ー
フ
が
R
C
C
の

平
和
研
究
の
展
開
と
呼
応
し
た
と

言
え
る
と
思
い
ま
す
。


